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数学 正の数、負の数
分数の除法

逆数
２つの数の積が１のとき、一方の数をもう一方の数の逆数という。

負の数では、逆数も負の数になる。

小数の逆数は、分数にして考える。

なので、

なので、

逆数をかける除法
除法の計算では、逆数をかけて計算しても同じ数になる。
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0.5 の逆数を求めるときは、
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は 5 の逆数となる。　また、 5 は　 の逆数となる。1
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なので、 2 は 0.5 の逆数となる。0.5＝　 ＝ 12
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－3 は－　 の逆数となる。　また、－　は－3 の逆数となる。 1
3
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　（＋6）÷（－3）

＝－（6÷3）　　

＝－2

 6 を －3 で割るとき、逆数の－　 をかけても同じ数になる。

分数の除法
分数の除法の計算では、逆数をかけて計算する。
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